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閣
議
決
定
文
書
の
文
体
に
関
す
る
質
問
主
意
書

政
府
の
文
書
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
で
あ
る
体
」
と
「
で
す
・
ま
す
体
」
が
あ
り
、
法
令
は
通
常
「
で
あ
る
体
」
を
使
用
し
て

い
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
し
か
る
に
、
政
権
交
代
後
に
新
た
に
閣
議
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
「
税
制
改
正
大
綱
」
は

「
で
す
・
ま
す
体
」
を
採
用
し
て
い
る
。
「
で
す
・
ま
す
体
」
は
表
現
が
ソ
フ
ト
に
感
じ
取
ら
れ
る
反
面
、
文
書
量
が
多
く
な

り
、
内
容
を
簡
潔
に
伝
え
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
効
率
が
悪
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
つ
い
て
は
、
敢
え
て
「
で
す
・
ま

す
体
」
を
採
用
し
て
い
る
意
図
等
に
つ
い
て
、
以
下
三
項
目
に
わ
た
り
質
問
す
る
。

一

閣
議
決
定
文
書
で
「
で
す
・
ま
す
体
」
を
使
用
し
て
い
る
例
は
少
な
い
と
い
う
印
象
が
あ
る
が
、
い
か
が
か
。
「
税
制
改

正
大
綱
」
以
外
で
の
「
で
す
・
ま
す
体
」
の
事
例
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
閣
議
決
定
文
書
で
「
で
あ
る
体
」
と
「
で
す
・

ま
す
体
」
の
い
ず
れ
を
採
用
す
る
か
に
つ
い
て
の
基
準
を
伺
う
。

二

平
成
二
十
二
年
度
よ
り
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
る
「
税
制
改
正
大
綱
」
に
お
い
て
、
「
で
す
・
ま
す
体
」
を
採
用
し
た
理
由

を
伺
う
。
一
方
、
「
財
政
運
営
戦
略
」
（
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
二
日
閣
議
決
定
）
の
よ
う
な
財
政
運
営
の
礎
と
な
る
文

書
で
あ
っ
て
も
、
「
で
あ
る
体
」
を
使
用
し
て
い
る
現
状
で
、
敢
え
て
「
税
制
改
正
大
綱
」
の
文
体
を
「
で
す
・
ま
す
体
」

と
し
て
い
る
理
由
を
伺
う
。

一



三

「
平
成
二
十
三
年
度
税
制
改
正
大
綱
」
（
平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
六
日
閣
議
決
定
）
は
総
体
が
百
三
十
五
頁
に
も
及
ぶ

大
部
な
も
の
で
あ
り
、
簡
素
化
の
観
点
か
ら
も
「
で
あ
る
体
」
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
内
閣
の
見
解
を

伺
う
。

右
質
問
す
る
。

二


